
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

基本的四診法（望診，聞診，問診，切診）

授業の
方法

第
1
回

実
習
形
式

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

脈状診の基本的診察技法を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
脈状診の基本的診察技法

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

脈状診の応用的診察技法を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
脈状診の応用的診察技法

奈良上眞 実務経験と
その関連資格

科  目  名

鍼灸美容学科

中医臨床実技Ⅱ

科　目　区　分

『新版　東洋医学概論』：東洋療法学校協会編，医道の日本社．

東洋医学概論（基礎理論，診断学）および東洋医学臨床論が理解でき，実践的鍼灸臨床実技が演ずることをを教育目標とす
る．

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

実技室3年 教室名

鍼灸国家試験を目標に，東洋医学概論の各項目の理解を深めること．
および，将来の実践的鍼灸実技を習得できることを到達目標とする．

担 当 教 員

使用教材

『新版東洋医学
概論』

授業以外での準備学習
の具体的な内容

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
5
回

第
2
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
3
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

内　　　容

基本的四診法を演じることができる．
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

肩こりの基本的鍼灸治療を演じることができる．

2026

専門分野 授業の方法 実習

授業時数(単位数)必修

『新版　東洋医学概論』にて，該当項目を事前復習をしておくこと．

後期末に実践的鍼灸実技の習得状況を筆記試験にて実施し成績評価とする．

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

肩こりの基本的鍼灸治療

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

肩こりの応用的鍼灸治療を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
肩こりの応用的鍼灸治療



実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

まとめ

各コマに
おける

授業予定
総合まとめ

各コマに
おける

授業予定
中国式基本的手技〔引経下絳〕

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

中国式複式手技〔焼山火法，透天涼法〕を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
中国式複式手技〔焼山火法，透天涼法〕

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

東洋医学的問診票を用いて，総合的鍼灸診療を演じることがで
きる．

各コマに
おける

授業予定
東洋医学的問診票を用いた総合的鍼灸診療

授業の
方法 内　　　容

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

腰痛の基本的鍼灸治療を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
腰痛の基本的鍼灸治療

第
15
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

腰痛の応用的鍼灸治療を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定

『新版東洋医学
概論』

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと腰痛の応用的鍼灸治療

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
8
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
9
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

痹証の基本的鍼灸治療を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
痹証の基本的鍼灸治療

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

痹証の応用的鍼灸治療を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
痹証の応用的鍼灸治療

第
10
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
11
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

中国式（鍼管なし）の刺鍼法を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
中国式（鍼管なし）の刺鍼法

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本の伝統的井上流散鍼〔小里式鍉鍼〕を演じることができる．

各コマに
おける

授業予定
日本の伝統的井上流散鍼〔小里式鍉鍼〕

第
14
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
12
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

第
13
回

『新版東洋医学
概論』

『新版東洋医学概論』で
当該項目を復習しておく
こと

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

中国式基本的手技〔引経下絳〕を演じることができる．


